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    概要：少し前まではいつも君はそこにいたのに
今では時々やってくるだけになった

思えば僕にとって君が一番古い付き合いなのだ
病気で苦しんで寝ている時や
ひどく嫌な思いをしてふさぎこんだ時は
君は必ず僕のすぐそばに現れた
否定も肯定もせず
ただ僕の言葉を聞いてくれた
僕の稚拙な思いを導くように言葉を返してくれた

君が現れる時
僕は孤独の中にいた
それは僕をそこから救い出すためだと思っていた
でもそれは違うのだと最近気づいた

今の僕は孤独になる余裕もない生活で
ただ毎日を慌しく過ごしている
そして君という存在を忘れかけていたのだ
今眠る前のひと時
暗闇の中一点見つめていると
君の声が聞こえる気がする
君はまだそこにいるのだろうか
    


    

